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緩和ケア普及啓発に関する活動報告書 

提出日 2014 年 1 月 22 日 

 

緩和ケア普及啓発活動についての報告 

実施団体 

なし（企画責任者：日本緩和医療学会緩和ケア普及啓発 WG 小林孝一郎） 

企画名 

「緩和ケア普及啓発事業 地域イベント関連企画 in 北陸」 

事前告知、募集の方法について(ポスター、チラシの配布など) 

北陸 3 県の緩和医療研究会の世話人となっている施設へ事前送付。配布部数 520 部 65 施

設（医療機関、行政機関、薬局） 

当日の実施内容について 

日時(期間) 平成 26 年 1 月 18 日（土）13：30-17：00 

実 施 場 所 石川県地場産業振興センター本館「大ホール」 

参 加 人 数 100 名 

具体的な実施内容：2部制とし、1部では基調講演として医師 4名、看護師 1名から講演、

2部では講演の５講師と司会を小林、濱にてシンポジウムを開催。基調講演のタイトルは「が

んと診断された時からの緩和ケア」正しい理解と実践、とし副題としてがん治療医が行う

緩和ケアとしました。第 2 部では「がん治療医が今日からできる診断時からの緩和ケア」

副題にからだとこころのつらさを適切に評価しマネジメントするために、とシンポジウム

を開催いたしました。 

講師名：濱 卓至（日本緩和医療学会委託事業委員会緩和ケア普及啓発 WPG） 

    柴田和彦（厚生連高岡病院 がん薬物療法専門医） 

    龍澤泰彦（石川県済生会金沢病院 外科専門医） 

    西本武史（福井大学医学部附属病院 登録精神腫瘍医） 

    村上真由美（富山赤十字病院 がん看護専門看護師） 

シンポジウム：村上 望（富山県済生会高岡病院 外科専門医）ほか上記 4名 

効果について(アンケートの結果など) 

アンケート結果参照 

その他報告 

内容のまとめ別紙参照 

※公式ホームページ（緩和ケア.net）への掲載について ( ○掲載してもよい ) 

●ポスター、チラシなどを作成した場合添付してください 

●当日の様子(当日配布資料、会場、イベント実施時の写真など)を添付してください 

●当日の動画を web にあげてもよろしければ、データを送付ください 
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【チラシ】 
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